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 本研究の概要と審査結果は以下の通りである。 
 日本の平均寿命が男女とも過去最高を更新している中、高齢者の就労支援の一つであるシルバー人材セン
ター（以下、SC）は、会員である高齢者が社会参加を通じて、健康で生きがいのある生活の実現と地域貢献
を目指す拠点の一つであり、高齢者の健康維持や活動の場として期待されている。しかし、SCでは一般的な
雇用関係を持たないため、会員である高齢者は労働災害の対象とはならないのが現状である。そのため、一
人一人が健康維持に向けた主体的な取り組みが実施できるよう支援することは重要である。 
そこで、本論文では、地方農村部の SCの会員らが、会員全体の健康課題解決に向けた主体的な健康づくり
活動の計画・実施・評価を行うまでの第 1 サイクルでどのようなプロセスがあり、支援者に求められる内容
としてどのようなものがあるかについて検討した研究である。 
第Ⅰ章・序論（研究の意義と課題、先行文献の検討）、第Ⅱ章・本論（予備調査 1・2・3、本調査）、第Ⅲ
章・終章で構成されている。 
予備調査 1）2）3）では、SCにおける健康管理と主体的活動に関する全国調査や、SC職員を対象に会員の
主体的活動が事務局と会員双方にとってどのような意義があるかについて調査した。 
この 3つの予備調査を基に、本調査では、地方農村部の SCメンバー（以下、メンバー）とそれ以外の事務
局・保健師・保険労務士など（他メンバー）を参加者メンバーとした「参加型アクションリサーチ」を実施
し、活動会議での参加メンバーの主体的活動の集団的意思決定と展開に至るプロセスをトライアンギュレー
ション法で分析した。全過程中、参加メンバーは「特定のコミュニティで解決を要する課題の発見と分析」
にもっとも多くの時間を要していることが明らかになった。また、メンバーの中で健康課題が浮上しても、
＜まだ大丈夫＞＜他人事＞といった意識の中で、健康課題解決への意思決定には至らず、＜他人事＞の意識
は最後まで存在していることが明らかになった。活動会議において他メンバーは、当事者の意思決定を容易
にする役割をもち、当事者でないという自覚の上での支援が求められることが示唆された。 
今後の高齢化社会を生きる高齢者の就労支援の一つである SC の会員への主体的活動を活発化させる上で
の支援のあり方の示唆を得た貴重な研究である。本審査では、審査委員 4 名全員が、博士論文として価値あ
る論文であるとの意見であった。ただし、結果・考察の一部に不十分な部分があることなど再考の余地があ
ったため、修正を求めた。2 月 4 日(月)に再提出後、審査委員全員が修正を確認して、本審査および最終試
験に合格と判断した。 
 
